大切な友達であったHankは私たちのイギリスツアーに同行中の2009年3月8日の晩に、
無差別殺人の被害者となり命を落としました。彼はスタッフとしていくつものツアーを一緒に回り、私たちにとって友達以上の兄弟のような存在でした。このアルバムのために歌詞を書き始めた頃、このテーマでないと曲が書けないのだということをつくづく感じました。
「Hank」では彼が永遠にいなくなってしまったという事実を受け入れ、それと同時にこれからもいつでも一緒にいるということに気づくことで、私たちが直面した最も辛い経験から立ち直ってきたということを歌っています。
また、このアルバムが私たちと同じように大切な人を失い苦しまれている方々のお役に立てればと思っています。
Hank 愛してる！
事件が起こった時、これは現実なんかじゃないという思いと、平常心ではいられなくなる寸前の気持ちが入り交じった状態になりました。強い信仰心がなくてもが、神様からの答えを探すようになります。白いひげのあの男と話すことが出来なくても、彼のことを咎めたい気持ちに駆られます。
FREAK OUT　おかしくなりそう
自分がどんなに一人ぼっちかってわかってる？
わかってたら賢く振る舞ったりしないでしょう
自分が一人ぼっちだってわかったら、気が狂っちゃう
私たちには友達がいたの
彼らは親友だった
今じゃもう死んじゃったから
どうにもできない
天国に誰かいるなら、
ガッカリさせないで
自分が一人ぼっちだってわかったら、気が狂っちゃう
出来ることなら空に拳を突き上げて
天国にいるあの男をつかみかかって
そう出来たらアイツだってビビるはず
でも私たちってみんな一人ぼっちみたい
誰かのせいにする意味があるのかしら
聞いてるなら、どうか憐れんで
私たちをガッカリさせないで
ねぇ、これが何かを教えるためのレッスンなら
もう私たちは学んだってこと信じてね
だってあなたのほうを向くたびに
全速力で走り去ってしまうんだもの
自分が一人ぼっちだってわかったら・・・・
家族や友人たちがあなたの気が楽になるように努力してくれても、どうすることも出来ません。手を差し伸べてしてくれる人々を落ち込ませたくなければ、心の中の苦しみがはっきりとしているうちは、話したくない話題を避けることが唯一の方法だと思われます。
DON’T WANNA TALK ABOUT IT　その話をしたくない
私がどうかしちゃってるて言い続けてる
わかってる、OKでも私はその話したくないの
みんながやってくれようとしてることは素敵なことよ（とってもね）
でも最近私はどうも何かを失くしてしまった気がする
話したくない、話したくない、それについて話したくない
話したくない、話したくない、今はそれについて話したくないの
時が経てば今までのような自分に戻れると思う、たぶんね
でも今はそうはできないの、その話をしたくない
気にしないようにも努力をしてる
ただどうなるか待って様子を見るしかできないの
話したくない、話したくない、それについて話したくない
話したくない、話したくない、今はその話をしたくないの
今は元気になれないわ、だっていつもある友達のことを恋しく思ってるから
頑張ってくれてるのはわかるんだけど
話したくない、話したくない、それについて話したくない
話したくない、話したくない、今はその話をしたくないの
時が経ち、トンネルの終わりに光が見え始めた頃、過去に戻って自分に話しかける想像をよくしていました。今この瞬間はどんなに不可能なことに思えても、ものごとは良くなっていき、この虚しさは永遠に続くわけじゃないと自分に言い聞かせるために。
MOVE ON　前に進もう
辛いのはわかるのよ、ベイビー
私だって同じように過ごしてきたんだから
でも言わせてちょうだい、それでいいんだって
失うってことを学ばないといけない
素敵なことっていつまでも続かないものなの
でもおしまいだなんて言っちゃダメ
これから沢山良いことがあるんだから
どん底なのはわかってる、だって愛する人を失ってしまったんだから
行く道はまだ長いんだから、周りの人たちに頼ってもいいのよ
前に進むの、進まなくちゃ、大丈夫だから
時間をかけていいんだから、ベイビー
辛いのは一生続くものじゃないんだから
でもあなたはそれをちゃんと理解してる
私だって自分の言ってることをわかってる
そう、どん底なのはわかってる、だって愛する人を失ってしまったんだから
今はどん底だけど、じきに立ち直れるようになるわ
前に進むの、進まなくちゃ、大丈夫だから
あなたの手を引く女の子になれたら良かったのに
そうなるべきだったのよ　だってあなたのことをわかってあげられるから
手をつかんでそこに連れてってあげたいの
そうできるわ
第一段階をなんとか乗り切った時、それは失った人との思い出と感情を解き放つ時。だから、
Hankを紹介させてください、バルセロナ界隈では「寡黙な男」として知られていた彼のことを。
誰かが取り乱して興奮状態になった場合には、鋭い皮肉でその場を収めていました。Ducadosのたばこのヘビースモーカーで、バーで作り出される独特の世界を愛していました。Hankは様々なタイプの人々から愛されていたのです。
THE QUIET MAN  寡黙なあの人
人は彼を寡黙な男と呼ぶ
友を守るために喧嘩はしない
口喧嘩の相手はせずに
近くのバーに連れて行く
ビール片手に
お気に入りのバンドの話をする
一緒にいるとホントに最高
絶対がっかりさせないんだから
いつも色んな仲間と出歩いてた
パンクロックのライブの日もあれば、別の日はジャズのラウンジってな感じでね
私は一番のファンになった
彼みたいになるのに騒ぎ立てる必要ない
煙の中をかき分けて歩いてる
彼が本気だってのがわかるはず
いつも黒い服を着ていたけど
落ち込んでる時はいつでも立ち直らせてくれる
みんな寡黙な男を愛してる
寡黙な男を必要としてる
彼はいつだって手を貸す用意ができてた
だから私たちはこう言うの
寡黙な男を愛してるって
いつも黒い服を着ていたけど
落ち込んでる時はいつでも立ち直らせてくれる
彼の周りは最高なところ
彼は宇宙から来たような気が時々する
みんな寡黙な男を愛してる
寡黙な男を必要としてる
彼はいつだって手を貸す用意ができてた
だから私たちはこう言うの
寡黙な男を愛してるって
私たちは彼と共にたくさんのプロジェクトをしてきました。困難に立ち向かってる時、
乗り越える見込みがないようなことにも関わらずチャレンジしてる時が彼は好きでした。
彼が今私たちと話せるなら、きっと今まで通り私たちと一緒にいたがったでしょう。
この段階はとても変な感じで、立ち直れたような気がする日もあれば、深い穴の中ににいるような気がする日もあります。
KICK ASS　キック・アス
座って待つなんて出来ない
いつかあなたが戻ってきて
私を昔の青春映画に出てくるスターのように思わせてくれるのを
　
難しすぎることはなかったわ
そばにいてくれたなら
一緒にプランを立てて、それに向かって精一杯やってみせるのに　
今私がやれる唯一のことは再生をしてみること
あなたがとても遠くにいるってことが信じられない
毎日毎日探し回ってる
ある日笑顔で起きたら
次は死にかけてるみたいな気がする
でも１日の終わりには私はラッキー・ガールだって気づくはず
私が落ち込んでるのをあなたはすごく嫌ってた
もしたった今あなたがいたら、こんなにストレスに感じてなかった
いつも言ってた、自分は全力を尽くす為に生まれてきたって
出会った時、ピンときたわ
一緒にいるならあなたのような人でなくっちゃって
いつも言ってた、自分は全力を尽くす為に生まれてきたって
いつもあなたの言うことに耳を傾けてると思う/何を見るにも何をするにも/

こう言ってるよね　私は全力を尽くしてやらなくちゃいけないって
（あなたは私が全力を尽くしてるのが好きだった、
だからあなたの為にガツンとやってやるわ）
数ヶ月が経ち私はHankのことを夢に見るようになり、今でも繰り返し見るものは私が何もなかったように彼に会うという夢です。こういった夢は私が人生の中で見た一番リアルなもので、彼にハグをするとまるで本当のように感じられるのに、いつも短いひと時なのです。私たちが再び一緒にいられることを祝して、このパラレル・ワールドで盛大なパーティーを開くというアイディアを思いつきました。
IN MY DREAMS AGAIN　夢の中でもう一度
今はあなたがいなくても寂しくないわ
あなたに電話をかけて、デートをするの
街を揺さぶってやろう
もう二度とあなたがいなくなったりすることはないの
未来のためにたくさんの計画を立てるの
すごく素敵なものになるわ
何だって望んだことが出来るのよ　だってあなたはまた私の夢の中にいるんだから
楽しく過ごすの　
みんながやって来て
大音量で音楽かけて
グラスを持って乾杯するわ、最高なあなたのために
過去はもう書かれてたって知ってるけど
そんなの思いっきり消してやる
夢の中でもう一度、夢の中でもう一度
何だって望んだことが出来るのよ　だってあなたはまた私の夢の中いるんだから
今はあなたがいなくても寂しくないわ
あなたに電話をかけて、デートをするの
楽しく過ごすの　みんながやって来る
未来のためにたくさんの計画を立てるの
すごく素敵なものになるわ　だってあなたって最高なんだもの
何だって望んだことが出来るのよ　だってあなたはまた私の夢の中にいるんだから
時間が過ぎると失った人が自分にどれだけ影響を与えてくれたことかと感謝をするようになります。私たちは人生についてHankの生き方から多くを学びました。
彼の勇気は現代の生活において課せられた多くの規則とは正反対で、型破りなものでした。彼が与えてくれた影響というものは、彼が今までのように私たちと一緒にいるように感じさせてくれたことです。1日中そして毎日といったように。
I.O.U ( I Owe You)　あなたのお・か・げ
あなたは
クールを気取った奴らが行き交うのを見るのは
すごくウケるって教えてくれた
彼らはあなたに近づくことさえ出来なかった
だってあなたは決してごまかしたり
クールなふりをしなかったから
だから尊敬されてた
あなたには自分だけのルールがあって
おかげで私は鉄条網をうまく通り抜けた
それはあなたのおかげなの
私が今日やること全てをあなたは輝かせてくれる
私が出る全てのライブで
だからこの曲をあなたのために歌ってあげる
今ではいつも一緒にいた頃の思い出を繰り返してる
すごくインスピレーションを得られたわ
怖さを打ち壊して今までやらなかったことを思い切ってやってみる
私は世界に火をつけるの
自分の道を見つけることを怖がらない
過去には生きたりはしない
私には道がはっきり見える
悪魔なんてみんな消えてしまった
あなたのおかげ
もう恐れていないわ、もう別の日なんだから
自分の過去を愛すわ
何だか変な感じ
私を押さえつけてた鎖はもう消えてしまった
あなたのおかげ
私たちの助けとなったことの一つとして、はっきり感じられるのは、物理的なレベルではもうHankは一緒にいないのに、私たちの中にある彼への気持ちは今でも生き続けてるということです。このことを理解できたら物事がうまく進み始めるのです。死でさえも引き裂くことの出来ない絆があるのです。
LOVE NEVER DIES　愛は死なない
独房の中に捕らわれた話をしてあげよう
わずかな希望すらなく歩き回ってた
自分をコントロール出来なかった
不完全な気がしていたのを覚えてる
いろんなことがちっとも面白くなかった
自分をコントロール出来なかった
今はうまく行ってる
日ごとにうまく行ってる
つまり
愛は死なない
今わかった　それは永遠のことだって
愛は死なない
地獄、
それは井戸の奥底に落ちたよう
すがりつく手がないまま走り回る
私をまるごと飲み込んでしまったように
ある目的に到達するのはとても難しい
それでも私にはRock’n’Rollがあった
自分をコントロールできなかった
今はうまく行ってる
日ごとにうまく行ってる
どこにいようと関係ない
今わかった　それは永遠のことだって
愛は死なない
私はずっとそばにいる
愛は死なない
時が終わりを告げるまで一緒にいるの
死でさも引き離すことは出来ないのだから
Hankの死に向き合うことは私たち(BBとSuzy)には信じられないくらい辛いものでしたが、
2人で一緒になってこの悪夢を乗り越えることが出来ました。
この曲は彼への愛であり、特に友情に敬意を表した作品です。何年経ってもお前に夢中だ！
STILL MAD ABOUT YOU　今でもまだあなたに夢中
何もせずにそばで一緒に帰りたい
人生はすごく良いものよ　あなたのところに
戻れるのなら
大嵐の中を通り抜け
この悪夢を一緒に乗り越えた
あぁ、知っててほしい　
今でもまだあなたに夢中だってことを
何年経っても夢中なの
本当に夢中なんだから
糊みたいにぴったりくっついて、そばで一緒に年を取りたい
今ならなんでも打ち負かすことが出来るから
私とあなたで
涙の数が強くしてくれた
もう泣く必要はないわ
だから知っててほしい
今でもまだあなたに夢中だってことを
何年経っても夢中なの
このアルバムは私たちの感情を吐き出し、また失ってしまった大切な友であるHankを身近に感じるための一つの方法でした。アルバムの最後には彼にお別れを言わせてあげる必要がありました。2年以上が経った今、Hankがまるで私たちに前へ進んでほしいと思っているように感じます。きっと彼についての9曲がそうさせてくれるでしょう。この曲は私が今まで書いた中で最も難しいものになりました。時間はかかってしまったけど、ほら、アミーゴ、
お前にサヨナラ言わせてやるよ！
THE GOOD BYE SONG　グッバイ・ソング
9曲聴いてもうわかってるでしょ　あなたがいなくて寂しがってるって
これまでのこと、話せてよかった
残りの人生　あなたのことを歌って過ごすことも出来たけど
あなたが言ってる気がするの　「他にもやるべきことがあるだろ」って
だからサヨナラ言わせてあげる
そう、お別れの時だから　サヨナラ言わせてあげる
一緒に過ごしてきた時間は本当に素晴らしかった
ウソみたいにね
今まであったことは今でもまだ、心の中で生き続けてる
そうであってほしいと私が望んでいるように
私にはわかるの
前に進んでほしいって望んでるって
だからサヨナラ言わせてあげる
そう、お別れの時だから　サヨナラ言わせてあげる
お別れの時だから　サヨナラ言わせてあげる
グッバイ
Suzy Chain: Lead Vocals

BB Quattro: Bass and backing vocals

Marky Quattro: Guitars and backing vocals

Rocky Quattro: Drums

plus

Robbie Rist: Guitars and backing vocals

Tim Cross: Piano and Organ

Produced by Robbie Rist

Mixed by Blind Joes at Blind Records, Barcelona

Mastered by Dominique Brethes at Flow Mastering, London

Recorded mainly at Musiclan Studios, with some additional recording at Redbell, Blind Records and our living room. Some other parts were finished at Smythotts in Robertsbridge (UK) by Tim Cross, Valeyholla Studios in Los Angeles by Robbie Rist and TV Dunbar's home studio in Sacramento.

All songs written by Jonathan Vidal (BB Quattro) with much needed help from Robbie Rist.

"In My Dreams Again" was co-written with TV Dunbar (The Rubinoos)

"You Angel You" is a Bob Dylan cover. Hank was a big fan and you can actually hear his voice at the very end of the song.

The photo session took place at the small village of Llagunes in the Pyrenees and at the beach in Gava, Barcelona. 

Photos by www.albertmanau.com and artwork by Marc Argenter. Band logo by Stine Bendiksen.

This album is dedicated to Adela, Santos and Lourdes, Hank's mum, dad and sister.

 Suzy & Los Quattro would like to say hello to:

Borja and all of the good friends we have in Zumarraga (Hank's town), big hug to everyone who knew Hank and miss him like we do, Lindsay Hutton, The Surfin' Lungs, Yum Yums, Popgun, Twistaroos and all of our norwegian crew, Paola Bailey, TV Smith & Gaye, Jose Molero, Henry Rollins, Sylvia Sans & Family, Quattro-Chain family, Rosa & Äsmund + family, Blind Records crew (Santos, Fluren, Paco, Valen & Roger), Alex Lagarto, Andy Shernoff, Ben Weasel, The Midnight Travellers, Jordi & Bcore crew, Novi, Carlos and Enka at Wild Punk,  Jordi Tuñón & Afectos Matinales, The Moviemakers, Julio Ruiz, J.F. León, Juan de Pablos, Diego RJ, Xavi Mercadé, Julio Artola & Moodfactory, Nelson & Brian Wilson Band, Juan Dee, Encarnita & Max/Andreu Van Den Eynde,  Marc Tena, Adrià Gual, Barbara Ann Bar, Miquel Rosich, Ritchie Screaming Apple, Maybe Tonight, Robertez & Motociclon, Diego Fresno, Doll Magazine Japan, Magda Bonet, Reyes Torio, Victor Carrey, The Singletons, Susanna Gellida & Ivan, The Adolescents, Tsukuba Parkdiner, Aoki & Havenots, Markus Köstner, Harry Coltello , Angelika, Eisuke Kumagai, Bruce Pavey, No Tomorrow Records, Wurlitzer Ballroom, Four Seasons, TV Eye Productions, Oriol Viñolas, Diego and the Skaletta crew, Osamu and Onepercentres, Ayumi VAMP!, Hirocky Wimpy, Chihiro & Captain, Fuji TV and Dinno's Shopping Journal, Spank! Girls, Stine Bendiksen, Former Quattros Tommy, Coky, Johnny, Joey, Yuri and CG. 

Very special thanks to Robbie Rist for being a "George Martin of our own". Tim Cross for making his genius available to us again and producing "The Goodbye Song". The Rubinoos and specially TV Dunbar for helping out on "In My Dreams Again" and singing/producing "Still Mad About You". Begoña Alberdi, fantastic vocal coach ruling Suzy with an iron fist! Ana A Quemarropa for being like she was. Last but not least, many thanks to Donna - our dog - for following us around all the studios we used being an enormous source of inspiration!

International Booking/Management at Wild Punk

www.wildpunk.com

pbarbudas@gmail.com

ph: +34679366877

fax: +34932964027

Get in touch and know all about the Quattro-Universe at:

www.suzyandlosquattro.com

Look us up on facebook and Twitter @suzylosquattro
